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標準ドーパミン1,250 fmol，625 fmol，313 fmol，156 fmol，




pH 12を20 µl加えpH 9に保った。過塩素酸カリウムの
沈殿を除去した後に，PyII試薬７種のうちいずれか








縮し，孔径0.22 µmのフィルタ （ーDURAPORE PVDF 
























検討した。2 nmol（1 mM，2 µl）のL−アラニン，L−グ
ルタミン酸，グリシン，GABA，オルニチン，セロト
ニン，ドーパミン，ノルアドレナリン，L−Dopaもしく
は20 nmol（10 mM，2 µl）のヒスタミンをPyII試薬で
標 識した。PyII試 薬 はPyII−0，2，4，6，8，10，12
それぞれを等量混合した計100 mMの溶液を準備し，
標識反応には1 µl（100 nmol）使用した。標識反応後


































































6　S.I.NEWS 2013 Vol.56 No.1



















































































































8　S.I.NEWS 2013 Vol.56 No.1
























した30 nl組織当たりに換算すると1,500 fmol/30 nlとな
る。本実験の結果では線条体内部でドーパミン含量に
大きな部位差が観察されたが，全体的には従来の方法
に近い結果が得られている。
脳内では神経伝達物質としてアミノ酸やカテコールア
ミン，アミン類が重要な役割を果たしている。またある
種のアミノ酸は神経活動を修飾する作用を持っている。
